


要約:小児に多い Common disease(ありふれた病気)の予防,治療,対処・養生法の多くがそ

の妥当性や有効性が科学的に解明されないまま行われている.ここに実証的なメスを入れ

るのが本研究の目的である.本研究班では,｢かぜ」を取り上げ,保護者がどのような対処・

養生法を行っているか調査した.その中から解明の優先度の高いものとして,かぜの時の入

浴の可否をについて,保護者および医師の意識調査,および,臨床パイロット調査を行った.

また,パイロット調査の結果をうけ,本調査および解熱剤の使用の可否のパイロット調査を

行う.


